
第５号様式（第７条関係） 

 

会議録 

会 議 の 名 称 
清須市清洲勤労福祉会館指定管理者選定審議会

（第４回） 

開 催 日 時  
平成２２年１１月１２日（金） 

午後２時００分～午後３時２５分 

開 催 場 所  新川体育館 １階 大会議室 

議 題 

１．委員長あいさつ 

２．プロポーザル審査 

３．採点表集計及び報告書の確認 

会 議 資 料 

・ 次第 

・ 採点表 

・ 報告書（案） 

公開・非公開の別 

(非公開の場合はその理由) 

非公開（指定管理者申請団体の個人情報を含むプ

ロポーザルによる審議のため） 

傍 聴 人 の 数 

(公開した場合) 
なし（非公開のため） 

出 席 委 員 
鈴木委員、小川委員、平松委員、太田委員、泉委

員 

欠 席 委 員 和田委員、鷲見総務部長 

出 席 者 （ 市 ） 
永田副市長、内田教育長、柴田企画部長、浅野教

育部長 

事 務 局 
（教育委員会事務局教育部スポーツ課） 

岩花課長、加藤主幹、前田副主幹、石黒主査 

会 議 の 経 過 

１．委員長あいさつ 

   永田委員長あいさつ 

 

― 事務局より本会議の流れを説明後、ハマダスポーツ企画・ 

ドルフィン株式会社共同事業体プロポーザルに入る ― 

 

２．プロポーザル審査 

《プロポーザルの概要》 

ハマダスポーツ企画株式会社・ドルフィン株式会社共同事業体 



 １４：１０～１４：３０ 

（追加資料あり） 

 

― ２０分間プレゼンテーション ― 

 

《質疑》 

 ○委員長  それでは委員の皆さん、質問がございましたらよろしくお願いしま

す。 

○委員   昨年度までよくやっていただいているということは分かっているん

ですが、新たに今の説明を聞いていると、マンネリに陥らないように

留意して活性化に向けていろいろな豊かな試みを考えてみえます。こ

れは大変すばらしいことですが、事業を増やすばかりでは経営的に成

り立っていくのかということを考えると、今回お願いするならば、特

にどんなことに力を入れていくかお聞きしたいし、もう一つは負の部

分、いわゆるこれから多種多様の利用者が増えれば増えるほどトラブ

ルが多くなります。そういうトラブルにどういうふうに対応されるか。

特に安心安全という観点でいえば昨年１年間に事故発生はどのくらい

あって、それをどういうふうに対処されたか教えていただきたいです。

今後古くなってくると修繕修理が必要ということで計画していかなけ

ればなりません。昨年度中の主な修理修繕はどんなものがあって、特

に近い将来に今後どんなことが修理修繕で予想されるのか、そこを掴

んでみえたら教えていただきたいです。 

 ●ハマダスポーツ企画株式会社・ドルフィン株式会社共同事業体（以下①）  

４つのポイントをいただいたかと私思っております。１点めが事業

の追加ばかりで本当に大丈夫なのかというお話だと思います。２点め

が利用者が多様化していくだろうという中でどのような対応をしてい

くのか、また今までの安心安全の観点から事故発生の状況と対応の仕

方についての話、最後にアルコの改修改善に関するこれまでの実績の

部分とこれからここをやったらどうかという予定はあるかというお話

だと思います。 

       １点めの事業の追加でございますが、委員のおっしゃるとおり、な

んでもかんでもやればいいという訳ではございません。当然今の現状

でやっている事業の枝の別れ方という意味で増やしていきたいと思っ

ております。また当然今までも８年間やってきている中で事業が続か

なかったという教室もあります。そういった意味でこれからもやはり

お客様のニーズとのかけちがいが出てくるということもございますの



で、減らしていきながら、また追加をしていきながらといったふうに

思っております。また全ての試みがアルコ清洲では始めて行われる訳

なんですけども、そういった意味で他の我々の管理施設で既にチャレ

ンジしたりノウハウを持っているもののある程度形になったパッケー

ジのものを入れていこうと思っているので、改めてゼロ出発ではなく

て、実績のあるものを入れていくということであまり運営費自体に圧

迫が出ないようにする形で実施できればと思っております。 

       ２点めの利用者の多様化についてですが、小さい子どもさんから高

齢者の方まで本当に多くの方々がアルコを利用していただいているの

ですが、そういった意味で我々がどういった対応をしていくかという

ことですが、これは勉強していくしかないことと思っております。サ

ービスに対する考え方ですとか、年齢に応じた接し方も当然のことな

がらどういった年齢構成の方々にどういったトラブルが起こり得るの

かといったところも学んでいかないとだめだと思います。救命救急講

習は当然正社員及びパートの職員全てにやらせております。また、正

社員に関しては適宜種々の研修資格の取得をさせており、パートの方

にも希望の方には会社より補助をして資格をとっていただいておりま

すので、具体的なお話ではちょっとないのですが、あくまでも学習し

ていくということになってしまうと思います。 

       事故の発生でございますが、特に夏、本当に多くのお客様に駐車場

も満ぱんで苦情が出るぐらい並んでご利用いただいております。そう

いった中では事故・トラブルはこれは包み隠さずお話いたしますが、

起こります。けがをする人も毎日のように出てきます。そういった意

味で大きな事故というのは切り傷で病院に行くですとか、打撲して行

くだとかということが毎年数件発生しております。ですが幸い命に関

わるような事故は発生していないという状況です。今期は皆さんもご

存知のとおり波のプールがございまして、やはり小さいお子様ですと

足が届くか届かないかというところで、結構溺れやすい場所ではあり

ます。そこで溺れかけたという事例はあります。監視員の判断で回避

できたといった内容がございましたが、救急車を呼んでだとかそうい

ったことには至らなかったということがございます。今現状ですと大

きな事故は幸い起こっていないということですが、ただ、起こっても

対応できるように保険等の加入はすべて行っておりますので、ご安心

いただけると思います。 

       最後４点めのアルコの現状の修繕改修の実績なんですけれども、大

きなものは先ほど出ておりましたけれどもガーデンという外のプール



の部分が全てきれいに改修をかけてしまいました。プールの中のペン

キ装も塗り替えました。今後行っていくところとしましては、４階の

弓道場ですけれども、人工芝が経年劣化のためぼろぼろになってしま

って風化したものが雨が降った際に排水溝につまってしまうというこ

とが過去にもありましたので、それを全て除いて産業廃棄で処理をし

た後、新しい人工芝を備えつけています。全面をやるということが予

算的なこともありまして、設置できなかったものですから、今後来年

度以降改修を行っていこうと考えておりますし、カーテンの全更新と

いうことで、体育館のカーテンですが、アルコは全部自動のブライン

ドになっております。ボールなんかがモールに当たりますと、ちぎれ

てしまって稼動しなくなってしまいます。そういった事例がよくあり

まして、自動は自動で使い勝手はいいのですけれども、今後の事も考

えて運用しやすく、一部ずつですが毎年更新をしています。まだ一部

体育館に残っているところがございますので、改修のポイントとして

取り組んでいきたいと考えております。直接的にお客様に提供できる

ものとして、トレーニングルームのマシンの追加更新の部分というの

は直接的だと思います。今お話したカーテンですとか人工芝ですとか

は施設管理上見栄え的なところなので、お客様には間接的な部分もご

ざいますので、直接的なところでいいますと、ロビーの壁紙ですとか、

そういったところの更新を考えていきたいなと思っております。以上

です。 

 ○委員長  他の委員さんご質問はございませんか。 

 ○委員   配置職員の中には電気工事士さんは入っていますか。キュービクル

はずいぶん前に設置しているようですが、緊急対応の場合は１時間以

内に来られるのかどうか、その辺の対応はどうなっているかお伺いし

ます。 

 ●①    技術者に関してはもちろん１時間以内に来られる範囲に常時おりま

すし、常駐のサポートデスクでも常駐しているスタッフもおりますの

で、３０分ぐらいで駆けつけられる状況にはなっております。 

 ○委員   現在実際にアルコにみえる職員の数は何人ぐらいですか。 

 ●①    夏場、閑散期、繁忙期、平日、休日の違いはございますけれども、

基本的には我々正社員４名つけております。あとはパートの職員が受

付から掃除から何から全部含めますと閑散期であっても３０名、３５

名ぐらいおりますし、繁忙期の夏ですと６０名ぐらいで臨んでおりま

す。監視員も頭数で２５名ほどおります。 

 ○委員   ありがとうございました。 



 ○委員長  他にございませんか。 

 ○委員   ４ページの多目的の３番の和室の利用ということで、この和室の利

用者が少ないだろうなと思います。この部屋の存在を知らない人が多

いのではないかなと思います。それはＰＲ不足ではないかなと私は思

います。実際に私も何回か行ってみますと、なかなか３階４階まで上

がっていくという方がおらんとは思います。大体は水泳と多目的の利

用ぐらいで、上へはあがっていかないようです。今後はこういったも

のがいい場所がある訳ですから、それをもっと利用していただくため

にＰＲをしていかなくてはいけないんじゃないかなと思います。その

ＰＲの仕方についてどのようにお考えかお教えいただきたいです。 

●①    今お話のようにＰＲ不足というのは否めないと思います。場所を使

った事業展開をかけていくということと、囲碁将棋等をやりたいとい

う団体さんを誘致していくというところだと思います。ＰＲの部分と

しましては今期からホームページでブログという施設の方からすぐに

ダイレクトに皆さんに情報を発信するようなひとつの道具を今年から

運用を開始しました。なるべくタイムリーにお客さんに情報を提供で

きるＰＲの能力を上げていこうと考えています。そこで広告宣伝費の

予算をつけるようにしました。チラシをうつかもしれないし、広報誌

か何かに入れるかもしれないし、そういったことで対応できる費用を

積んでＰＲについてはやっていこうと考えております。新しい場所を

使っての事業の取り組みについては、乳幼児向けの教室や事業という

ものを和室を使っていきたいです。これは他の施設で既に実践してパ

ッケージができたものがだいぶありますので、それを使わせていただ

くことで新たな投資を最小限に抑えて実施することができると考えて

います。使える団体の誘致につきましては一度支配人と相談させてい

ただいて是非囲碁将棋等に使っていただければと思っております。 

 ○委員長  他にございませんか。 

○委員   少しまとめてお聞きしたいのですが、先ほど事故のお話があったん

ですけれども、ここの中で職員のマニュアルを作るとか記載があるん

ですが、訓練は実際にはどういうことをやるのかということと、職員

には必須の資格があると聞いたんですが、必須の資格というのは先ほ

どお話があった救急救命だとか、水泳の何級だとかそういうものを指

すのか、具体的にはどういったものがあるのですかということです。

それから収支予算をみせていただいたんですが、そこの中でプール事

業企画の２３年度と２４年度は確かに増えているんですけれども、そ

れ以降変わっていないんですけれど２３・２４でやって終わりという



ことなのか、今新しいことをやりながらいろんなことをやるといわれ

ていたのですがそれなら金額に変動があると思いますし、変動がない

ということは２３・２４で終わる事業があると解釈してよいのかとい

うことです。収入の中で自主事業スイミングを含むという部分とグッ

ズとかいう物販があるんですけれど、これが例えば自主事業の受講料

でいきますと２３・２４・２５で変わって後は同じと。これはもう見

込みないという理由でこういう数字なのか、何かいろいろなことをや

ろうという考えはないのですか。グッズにつきましても２３年度はや

るけど２４年度以降はやらないとか、金額がかわらないということは

新しいことは何も考えないということなのですか。それと委託料全体

の中で２５年、２６、２７と増額になっているんですけれども、本社

管理費が増えるから増額になるのか、いったいどうして増額になって

くるのかなというところです。それから、事業費でですね、本社管理

費が２６・２７と増えているものですからこれによる増額なのか、本

社管理費は今言った改装とかそういったものの積み立てということな

のか、本社に対して何らかのもの払わないといけないものがあるのか

事業費が２３・２４で変わってっているものがそれ以降変わらないと

いうのが、何か事業がこの２年間だけで終わるのかということです。

以上でございます。 

 ●①    まず事故対応の訓練状況と必須資格の部分ですけれども、心肺蘇生

法、ＣＰＲですとか、ＡＥＤの講習、特に繁忙期はもちろんですがそ

の前にもＡＥＤの講習については全ての職員に受けさせています。ト

レーニングルームに関しましては、健康運動指導者と実践指導者とい

った資格がございます。プールに関しましては衛生管理者、水泳指導

の管理の資格をとっているという現状でございます。必須といいます

とＣＰＲ・ＡＥＤの講習をしているというということです。 

       プール事業に関して２３・２４年度で終わりなのかというご質問で

したが決してそういったことではございません。継続的に続けてまい

ります。それに伴う事業収入が２６年度２７年度にはないぞというお

話がありました。あまり皮算用で数字をどんどんどんどん増やしてい

くっていうのは我々も５年先のことまで全て読みきれていない部分も

あるものですから、ある程度事業の手ごたえ、先ほどのパッケージな

どを入れてですね、ある程度収入が見込める範ちゅうに関した数字反

映をさせていただきますけれども、それ以上どんどん積み増ししてい

くと失っていくものも当然出てくる訳ですので、その辺は数字的には

大きな変動を見せていないというのがご回答でございます。 



       本社の管理費の問題でございますが、先ほど委員にもおっしゃって

いただいたとおり改装に充てる費用というのを考えていまして、改装

費と書きますと修繕費と位置づけがごちゃごちゃになってしまうもの

ですから、そういった意味で本社管理費というのを載せさせていただ

いているのが回答でございます。実際どんどんお金がかかっていきま

すので、増額になっているということでございます。 

○委員   それを含んでいるので委託料も増額になっているということで先ほ

どの質問はよろしいでしょうか。 

●①    はい。 

○委員   そうすると先ほど質問のあった施設の改修とかやらなきゃいけない

っていう部分はここのお金の中で対応を考えていくということです

ね。大きなものは契約があるので別として例があがっていたものにつ

いてはそういったお金の中で対応していくということですね。 

●①    はい。 

○委員長  他の委員さんよろしいですか。 

○委員   教育的な事業も考えてみえるということですが、例えば学校や教育

委員会からいろいろな依頼をしている訳ですけれども、そういうこと

には関わりをもつようなことは何かありますか。例えば、利用者から

はすべてお金をとるとかそういうことは考えてみえますか。新しいの

は地域総合型スポーツクラブの設立というのがでてきています。実際

どのようなことを考えてみえますか。わかっていればお答えください。

●①    行政の教育関係との連携ですが、今現状ですとないのですが、我々

なりに考えた企画の中に学校との連携ですとか、教育機関との連携で

すとかということは今後是非煮詰めてやっていきたいという気持ちは

あります。次に地域総合型スポーツクラブについてですが、こちらに

関しましては他の施設ですと、事務所スペースの貸出しですとか、不

在時の電話応対等々の協力というのは実績がいくつかあります。事業、

教室をやられる際の講師派遣とか雑多業務、状況整備ですとかも協力

はさせていただきますので、スポーツクラブさんの趣旨にもより今後

詰めていく必要はあると思います。協力はさせていただきます。 

○委員長  他によろしいでしょうか。 

○委員   利用者のニーズについてアンケート等により情報収集をしているか

どうかということを伺いたいです。 

●①    ご意見箱のようなものを設置しているかどうかということでよろし

いでしょうか。 

○委員   はい。 



●①    はい。設置しています。教室の受講者や会員さんであれば直接ヒア

リングしながら利用者ニーズをつかんでいくということもしていま

す。 

○委員長  他の委員さんよろしいでしょうか。 

○委員全員 はい。 

○委員長  では、委員さんからご質問いただきましたので、もし指定管理者と

して選定された際は、今のご意見を参考にしてやっていただきたいと

思います。先ほど委員さんからお話がありましたトラブルの件なんで

すが、水を扱う施設なのでトラブルがないというのはあり得ない訳で、

事故等もあるかと思います。マニュアルはきちんとあるようですけれ

ども、それをきちっとしていただくということで、何かあれば市の責

任も問われますし、企業さんのほうも信用がなくなってしまいますの

で、そこは強くお願いしたいと思います。 

       それでは、これでプロポーザルを終了いたします。お疲れ様でした。

●①    ありがとうございました。 

 

― ５分間休憩 ― 

 

○委員長  それでは再開したいと思います。採点表の方へ記入をお願いします。

 

― 各々採点 ― 

 

○委員長  よろしいでしょうか。採点表を回収します。 

 

― 委員より採点表を回収し、別室にて事務局集計 ― 

 

【採点表集計中】 

 報告書について 

  報告書（案）に基づき事務局より説明 

  全委員了承 

 

【採点表集計終了後】 

○委員長  ただいまお手元に審査結果表をお配りしました。合計が５８０点と

いうことで、総合評価として相応しいか相応しくないかにつきまして

は、全員の方が相応しいと判断されました。この結果によりまして清

洲勤労福祉会館にハマダスポーツ企画株式会社とドルフィン株式会社



の共同事業体を指定管理者として選定してよろしいでしょうか。 

○委員全員 異議なし。 

○委員長  それでは、全会一致がとれたということで指定管理者の候補として

決定をするということにさせていただきます。 

       それではこの審議会につきましては８月から長きにわたりましてご

審議いただきましてありがとうございました。 

●事務局  皆さんにお配りしました会社の資料、審査結果は回収させていただ

きますので机上に置いておいてください。よろしくお願いします。 

 

閉会  

 

 

会 議 の 結 果 会議の経過に示したとおり 

問 い 合 わ せ 先 教育部 スポーツ課 

０５２－４０９－１５３５（新川体育館） 

 


